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静学的産業連関論と再生産表式(2 ) 

野津正徳

E 産業連関論と再生産表式の関連をめぐる諸見解

広くしられているように， 戦後 1959年頃より社会主義諸国において， 経済

学と経済計画化における数学利用の問題の重要性が指摘され，その研究が大規

模に組織されはじめた。経済学と経済計画化における数学利用にかんして論議

の対象となっている領域は広汎にわたるが，そのなかでも部門連関パラ γ ス

(組問OTpacxeBOllOaAaoc) の諸問題は重要な位置をしめてし、る。部門連関パラン

スについては，その理論的基礎ー←マノレグス再生産論ーーとの関連，諸項目の

構成，作成方法，その意義と限界，これまで再生産論の発展・具体化として社

会主義経済計画化の主要な用具とされてきた困民経済ノ、ヲ y スとの関係，な E

が討議され，社会主義経済の現実に適用する実験も行われている。

部門連関パランスの諸問題の討議と並行して，部門連関バラ Y スの適用にさ

いして資本主義国における産業連関論をどう評価するかについての研究も行わ

れた。とくに部門連関ノミラ Y スの理論的基礎がマノレタス再生産論である， とさ

れるところから，産業連関論と再生産表式との関連に関心がむけられ，いくつ

かの対立する諸見解があらわれている。

本節では，産業連関論の理論的性格をいっそう明らかにするために，産業連

関論と再生産表式の関連をめぐる社会主義国における諸見解壱，ランゲ，ネム

チノフ，マイスナーの三者に代表させ，ランゲに重点をおきながら若干の検討

を試みたい。

1 ランゲの見解

(1) ランゲは， その「再生産の一般理論J"において， いかなる社会経済制

1) O. Lange， Teoria rep向 dukcj~ i akut剛 lacji，Warszawa. 1961，宝垣良典岩田昌征訳「再

生産と蓄積の理論」昭和 41年，第 1章。



38 (358) 第四巻第4号

度のもとでもあらわれる再生産と蓄積の問題をとりあげる。ラ Yゲはまず，労

働対象，労働手段，生産手段，人間労働，などの再生産の諸要素，および単純

再生産，拡大再生産の規定を，あらゆる社会構成体に共通の規定として与えた

のち I種々の生産過程を研究することによって，生産の技術的パラ γス的法

則とよばれる一定の法則をうちたてることができるJ')と主張する。 すなわち，

第一に，生産過程には技術的性格をもっ一定の関係が存在する。生産物を生産

するには 定量の生産手段と労働が消費されなければならない。生産における

このような技術的関係は，生産力の一定の発展段階で存在する技術的生産条件

に上って規定され，技術係数あるいは技術ノルマに表現される。第二ヒ，との

物質的技術的条件は，生産要素の現存量の制限性より生じる一定のパヲ γス関

係を規定する。たとえば，生産される以上の石炭を消費することはできないし，

一定の生産物の総生産高が消費されるなら，在庫を増加させることはできなし、。、

この関係は，通常生産手段と労働力のパラ γ月としてとらえられ，パヲ γス的

依存関係といわれる九

ラ'/'1'は生産の技術的パラ Yス的法則の性格としてさらに若干の点をあげて

いるの。(i ) 生産の技術的ノミラ γス的法則は，通常社会構成体から独立して

いる o この法則は生産力に依存するものであり，社会関係に直接依存しない。

いりこの法則は，再生産過程にとくに明確にあらわれる。 (iii)生産の技術的

パランス的法則はもっとも広い歴史的作用範囲をもっ。 (iv) ある社会構成体

の基本的経済法則は生産の技術的パヲ γス的法則の作用に特殊な形態を与えるか

ラ'/'1'のいう生産の技術的パランス的法則がはたして再生産の諸関係を正し

〈とらえているであろうか。まずラ γゲの不明瞭な定義の中から，この法則が

何壱意味するかをみなければならなし、。ラ Y ゲはこの「再生産の一般理論」に

おいてあらゆる社会構成体に共通な「人間と自然の物質代謝」における丹生産

2) ヲyゲ，玉垣岩田訳，同上， 5ベージ。
3) ラγゲ，同1.:.. Gベジ。
4) ヲンゲ，同上， 6ベージ:および E句協"削apolityczna， W.， 1959;竹浪祥一郎訳「政治経済

学」昭和 39年I 58-93ベ一丸
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の諸要因をあきらかにし，それにつづいてこの法則を規定している。その技術

的関係とは，社会の生産力の技術的水準によって規定される生産手段と労働力

の結合の仕方を意味しており，そのバランス関係とは，社会の生産物の諸要素

聞に存在する種々の量的相互関係壱さしてし、るとおもわれる。したがって生産

の技術的バランス的法則は，あらゆる社会構成体を通じて作用する再生産の

般的条件を対象とし，特定の社会形態のいかんにかかわりなくあらゆる社会に

共通な再生産の一般的法則壱定式化しようとするものであろう Q この再生産め

一般的条件=法則は，本来，一定の技術的水準を前提し，社会的生産物の生産

手段・消費物資への分類壱墓礎に生産物諸要素の再生産と填補の関係を分析し'

これを通じて社会的分業の編制壱明らかにしうるものでなければならなし、刊E町〉

しかし，ラ Yゲの技術的パラ Yス的法則は，この再生産の一般的法則をきわめ

て一面的にしか反映していない。第ーに，技術的バランス的法則はし、かなる社

会関係にも関連をもたない法則としてとら土られている。しかし，現実の再生

産過程には，たとえ特殊な所有関係，社会形態を捨象したばあいでも，生産・

流通における社会的分業の社会関係はつら白かれている。社会的生産物が，生

産者相互の社会的分業の結果，物化形態であるかぎわ社会的生産物と社会的

分業を切りはなすことはできず，ラ γゲのように生産物諸要素の相互関係の分

析においてすべての社会関係を捨象することはできない。第三に，ラ Yゲの技

術的パラ γ ス的法則は，再生産の一般的条件を量的関係の側面においてのみと

らえている。生崖の技術的関係は，生産力の発展水準・生産手段と労働力の結

合様式の質的分析をともなうことなしただちに量的な技術係数，技術ノノレT

に還元される。生産のパラ Y ス的関係は，社会的生産物諸要素の再生産と填補

の諸法則をとらえず，ぞれ壱たんなる生産物需給の量的パラ:/7-関係に還元す

る。したがって，ランゲの技術的パラン月的法則は，あらゆる社会構成体に共

通してっち向く再生産の一般的条件 法則を対象としながら，社会的生産物と

5) 再生産の一般法則についてはたとえば，山本二三九「再生産論研究」昭和田年， 30-36へージ Z
置塩信雄「再生産の理論」昭和 32牢， 15-266ページ，参照。
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社会的分業をきりはなし，社会的生産物諸要素の相玄関係の質的分析を行わず，

4れを技術係数，量的需給パラ Yスなどの量的側面に還元，一面化してとらえ

るものである。

(2) ラVゲは，上のような技術的バラ γ九的法則の定式化にもとづき，資本

主義における社会的総生産物の再生産過程を反映する再生産表式をとりあげ，

再生産の均衡条件をあきらかにするぺ

ラユ/ゲは，社会的総生産物の価値の構成部分をマルクスと同様，生産的に消

費された不変資本 C，生産過程において雇われた労働力(可変資本) vおよび剰

余価値隅とし，国民経済の 2部門分割壱前提して，社会的総生産物を次のよう

にあらわす。

単純再生産において，

生産手段総生産高=Cl+V1十町

消費物資総生産高=Ca十円+叫

社会的総生産物 =c +v +帥

拡大再生産において，

生産手段総生産高 =Cl+円十mlk+刑 le+mlv

消費物資総生産高 =C2+円十例制+叫，+抑制

社会的総生産物 =ι +v十叫+問。+叫旬

均衡条件は，単純再生産において

Cl=Vl +刑 i

拡大再生産において，

c.+叫2C=町+隅'"十問U

である。

(2. 1) 

(2. 2) 

注意すべきことは，マノレク λ 再生産表式の再生産の条件=法則 (2.1) (2. 2) 

6) ここでは主として， O. Lange，“Some Observations on Input-output Analysis"， S叫帥ー
ya. 1957 岡稔訳投入産出分析にかんする若干の考察， rマルクス艦開学の数学的方法」上，昭

和35年 Wstepdo eko催。m"削， W.， 1958，竹損祥一郎訳「計量経済ミ学入門」昭和田年，を対

象とする。
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が， ラYゲでは均衡条件として把握されていることである。 ラyゲは， i円

滑な経済発展のためには， 両部門の聞でパラ νスのとれた交換一一ーすなわち

C2=町十刑1 が行われるように， 両部門の生産が調整されていなければならな

しリ， i等式 (2. 1)は両部門間のパランスが維持されるための条件をあらわし

ている」η とし， これらの等式が再生産過程の均衡維持に必要な「均衡条件」め

であると規定してし、る。また，ヲンゲはマルクスの再生産表式論壱， i生産お

よび再生産の過程が滑かに進行するためには，国民経済の各部門間の生産物交

換のパラン月が必要だというマルク月の一般見解J')として把握している。

再生産の条件を「均衡条件」とのみ理解するヲ Yゲの見解は，さきの技術的

パヲンス法則の主張と結びついている。技術的パヲ Yス的法則において，あら

ゆる社会形態壱つらぬ〈再牛産の一般的法則壱たんなる生産物の量的需給ノミラ

ンスに還元してとらえるかぎり，その資本主義における特殊形態である資本主

義的再生産の法則をも，均衡条件，バヲ〉ノス条件としてのみ把握するのは当然

である。

再生産表式の分析によって明らかにされる資本主義の再生産の条件=法則は，

すでに広〈論じられているごとく，社会的総生産物の素材補填・価値補填の過

程を I部門内部の流通， l' n両部門間の流通.n部門内部の流通として把握し，

この豆大流通の結節点をなす単純再生産 v，+問 =C2. 拡大再生産:町+刑M

+隅110:=九十刑"の条件を， それがみたされなければ異常な経過が生ぜざるを

えない再生産の条件=均衡条件として明らかにし，同時に，その条件が現実の

不断の諸動揺・諸困難を通じて終局的に貫徹τる再生産の法則を意味すること

を示している。再生産の条件は，再生産過程の諸動揺・諸境乱，均衡の破壊を

示す理論的基準=条件であると同時に，それらの諸動揺・諸提乱を通じて結局

は事後的に貫徹する法則性として理解されなければならない。

ラY ゲは，両部門間の補填関係をこのような再生産の条件一法則として理解

。
J
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せず，再生産の円滑な進行を保障する均衡条件としてのみとらえている。しか

し問題は，ヲンゲが条件=法則を条件として一面的にとらえたことだけにある

のではない。ラ y ゲの均衡条件的理解は必然的に資本主義的再生産にあらわれ

る諸矛盾の否定にみちびかざるをえない。第一に，フンゲは I均衡条件がみ

たされないと再生産の進行が妨げられー 「陸路」が生じる」とするが， これ

は逆にし、えば均衡条件が守られているかぎり，再生産過程には矛盾があらわれ

ないとし寸見解である。しかし，再生産実式においては， 1 • II両部門聞の均

衡の仮定の下に，第 I部門の先行的発展=不均等発展が可能であり，この不均

等発展において，生産諸部門間の矛盾および生産と消費の矛盾一一資本主義の

内在的矛盾ーーの展開が表現されるのである叫。再生産表式におし、ては，ラ y

ゲとは異なれ生産物諸要素聞の均衡と理想的再生産の前提においてさえ，内

在的矛盾の激化が不可避であることが示されている。 第二に， ラyゲは， 再、

生産の条件=法則が不断の不均衡・諸動揺を通じてのみ実現されることを認め

ない結果，均衡の存在壱正常な状態とみなし，均衡と不均衡の相互関係壱均衡

(生産諸部門間のバランス)→不均衡 Iボトルネヲグの発生と生産縮小による調整)→均

衡(パラ γスの回復)という機械的図式でとらえている町。再生産過程における

諸資本，諸生産物の関係はこのような単純な図式でとらえられるものではなし

諸資本の無政府的運動によるたえざる不均衡を通じて均衡傾向が終局的に自己

を貫徹してし、く過程である。

(3) ついでヲYゲは vオンテイエフ投入産出分析(産業通関論)壱次のよ

うに概括し，レオンティエァ投入産出分析がマノレク λ 再生産表式の発展である

ことを論証しようとする。

まず，諸記号を次のように規定する。

X， 包部門の総生産物

10) 二組敏，再生産表式論と『内在的矛盾』の展開(土下)， r経済志林」第31巷第4号，第32
巻第1号.昭和38年10月.昭和 39年1月e

11) 岩崎允胤氏はラγゲの均商論的見地をプハ リン均衡諭の継承であると指摘されている。岩崎
尤胤「現代赴全学方法論の批判」昭和40年，，"ベージ。
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x" 部門より投入として y部門に引渡される量

x， 部門の純生産物U)

X。経済全体で利用しうる総労働力

x" 包部門の生産物の生産に利用される労働力

内 生産的に利用されない労働力

(363) 43 

s， J部門で生産された剰余価値.これはそ

の部門の「生産物の価値のうちで生産費

をこえる部分」として規定されている o

投入産出関係を次の表であらわせば(価値単位)，

Xo I XO} %02 

横行の合計によれ配分方程式あるいはバヲ Y

1 方程式(生産物の配分をあらわす)
n 

Z=Eze，+的 (i=l.2， ......， n) 

および労働力パヲジス

n 

Z=EM什的

がえられる。

縦列において，生産費を Y留で示すと，

n 

九=ELMμ (i=l，2， 勿)

X， 

X旬

剰余価値"は生産物の価値と生産費の差額であるから，

，st=.:YI， ← y， 

%11 %12 xユ"I %1 

X'>l X鴨 E・.. x骨骨 1%叫

" s， s官

X1 X2 ・ Xn 

(2. 3) 

(2. 4) 

であたえちれる。したがって縦列の合計よれ費用方程式

ZEFJ26十%0;;+5;; (i=l. 2， 旬 (2. 5) 

がえられる。

生産物パヲ"':/?、方程式 (2. 3)と費用方程式 (2. 5)の右辺を等しくおくと，

LJ XtJ+Xt= ~ Xjけ "0'十品 (戸1，2， ー ，勿) (2. 6) 
)=1 j=l 

12) この純生産物は『総生産物X，のうちで投入として利用するために他部内に引渡されない部分」
と定義されている。



44 (364) 第四巻第4号

がえられる。 (2.6) の両辺より Xit (同じ z部門で使用される z部門の生産物〕を

消去すると，

JP4j+hjT34+Z04+h(s=l，z，・， η ( 2・7)

がえられる。 (2.7)はフロー均衡方程式とよばれ，その意味は部門から他

の部門へのフロー 2JXi!とその部門の純生産物との和は，その z部門が他の生
J芋i

産部門から入手したもの LJ仰とその部門内で新たに造出された価値判汁s，
J手也

との和に等lAらということである。

ランゲはまた， (2. 6)を各部門の生産物の需要供給聞の均衡方程式(2.7)を

ー肱均衡方程式ともよんでいる向。

ヲソゲによれば，多部門キデルにおける一般均衡方程式 (2. 7)は2部門壬

テツレについて構成されたマルグ旦の均衡条件 (2. 1) (2. 2)と同じものである。

これを示すため，方程式 (2. 7) を次のように変形する。純生産物のうち，そ

の部門内で再投資されるものを X/， 消費されるかまたは他の部門に再分配さ

れるものを Xt"とすれば，

的 =xi'+X/' (i=l. 2，・" n) (2. 8) 

また，ある部門で生産された剰余価値のうち，消費されるものを s" その部門

の追加の労働力の使用に用いられるものを SiQ， その部門で使用される生産手

段の増加に用いられるものを x!とすると，

s‘=五+sω+X/ (2. 9) 

(2. 8)， (2. 9) を (2. 7) に代入し，方程式の両辺からげを消去すれば，

(2. 7)は次のようになる。

LJ Xtj+x/'= LjXji+九十5iO+向。=1，2，......，叫 (2. 10) 
J声 J*i

(2. 10)は，ヲンゲによれば， Iマノレタスの方程式 (2. 2)の正確な対応物」

である。部門数壱 2つに減らせば伊=2)，(2. 10)は (2. 2)と同じものに帰

着する。

Xa +x1"=x21 +X01 +S10 +Sl (2. 11) 

13) ランク"玉置 I岩田訳，前掲書.64-65ベージ。
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己れに対応する価値バランス表，および参考のためマノレク月の拡大再生産の

諸要素に同様のパラン月的表示を行った表叫を示すと，

価値的投入産出表(2部門)

AI %11 %12 I X山町"

マルクス広大再生産表式のメランプ、的表F

X2 I .11"21 %22 I %2' + %2" 

zo I %01 %uz I XUI 十 XO~fI +Xo' l

間"刑"'

m1tl m2" 

(2.12) 
m" 削"

(2.13) 

ヲ yゲはここで次の対応関係を示している。

XU=Cl X12=CS xu=O .x~iIa =O .x01=Vl Xcz=Vz 

x/'=mae Xl'=mle 51 =隅LI: 510 =刑1" 5a=閥抗 520=附加

したがって (2.11)は，次の形をとるが，

c，+間 2c=Vl十ml'll+刑 u

これは拡大再生産の均衡条件 (2. 2) と合致する固単純再生産においては

制2~=町旬~O であるから， (2.11)ほ均衡条件 (2. 1) に帰着する。

以上からラ Yゲは，レオンティエフの投入産出分析が「社会的生産物の再生

産過程における諸関係にかんするマノレグスの思想を具体化したもの」であり，

多部門モデルにかんする投入産出表は 2部門モデルの7 ノレグス再生産表式の具

体化である，と結論する。

ラ:/?'の産業連関論と再生産表式に関する見解は，社会主義経済の発展にと

もなって複雑化する国民経済諸部門の正ししゅ力合いと蓄積テンポの決定，高度

イじする計画課題の内的一貫性の確保に，方法論的基礎を与えることを目的とし

ている。そのため，産業連関論を再生産表式の発展と把握し，これにもとづい

て「再生産表式の数学的展開」と部門連関J ラソスの体系的構築を試みようと

14) マルクス表式のパラγス的表示は，望月喜市，社会主義経済計画の用具としての再生産査式。
発展， r立命据経営学」錆l巻第 1号，昭和37年 10月， 86ベージ。
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唱してL、る。

ヲ'/7'による上のような産業連関論と再生産表式の同一視をどのように評価

すべきであろうか。

第一に，ラ Y ゲはここで Vオ Y ティエフの産業連関論をそのまま展開してい

るのでなく，産業連関論を労働価値説によって基礎つ、けようとしているのであ

るが，その試みは必ずしも成功していない。ラ γ ゲは. (2. 5)において. I多

部門そデノレにおけるこの関係は，ある国民経済部門の生産物価値壱白十町十叫

(包=1，2， ー，惚)にわけるマルクスの価値区分に対応する j町とし ~X~j

が7 ノレクス概念の c，に.x，包は叫に，その部門で新たに造出された価値は

XOi+らに等しい，としている o しかし，剰余価値れの定義において剰余価値

を「生産物の価値のうちで生産費をこえる部分JSi= Xi一九と規定するとき，

剰余価値は生産物価値と生産費との単なる量的差額として示されるのみであれ

その本質的規定は与えられていない。また生産手段 2JXtJ と労働力価値 h の

和がたんなる生産費とされ，労働力の価値移転，価値形成の問題が無視されて

しまう。ラソゲには，事実上生産費説が継承されているといえよう。

第三に，ランゲは産業連関多部門モデルの特殊なばあい(錫ニ2)がマノレグ月

表式に帰着すると土張するが，これも再生産表式の意義を正しくとらえていな

い。フンゲは，これを論証するため，その一般均衡方程式 (2. 7)に (2.8). 

{2. 9)を代入し両辺から x/を消去して ω10)をみちびき. (2.10)が"で2

のとき (2.11)となることを示し.(2.11)とマルクスの拡大再生産の条件 (2.2)

との対応を結論するという手続きをとっている。そのばあい (2.10)において，

i=1 (j=1. 2) とし， すなわち (2.10) を第 I部門とみなすことによって

(2.11) 

x"十 %1"=X21+%01十510+ Sl 

をみちびいている。もし諸記号の規定がすべて正しいなら，同様に包=2(j=1. 

:2) のばあい，すなわち (2.10)を第E部門とみなすことによって

15) ランゲ，岡訳，前掲書， 23Bベージ。ただし，首長字3を sに変えてある。
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X21 +Xg"=xu十%02+S:0+S2 (2.11)' 

をみちびき. (2.11)'と (2. 2)との対応を示すこともできるはずである問。つ

まり. (2. 10)におい C 包=1とおき (2.11)をみちびく ιとは，第 I部門の生

産物価値と生産物の部門問配分との等置普通じて再生産の条件二法則 (2. 2) 

との対応を示すことを意味し i=2とおいて (2.11)'をみちびくことは，第 E

部門の生産物価値と生産物の部門間配分との等置を通じて再生産の条件=法則

。のとの対応を示すととを意味する。二つの接近方法は両者ともみたされな

ければならない。しかるにランゲの前提によるかぎり. (2. 11)'と (2目2)との

対応関係は決して成立しない。なぜなら， ヲ'/7"においてはげ=剛μ とおか

れるが"うこの x，'はあらかじめ一般的にげとして (2. 7)の両辺から消去さ

れているため， 内'=間."は (2.11)'のどこにも含まれていなし、。』したがって

間'0を含まない (2.11)'とマノレクス再生産の条件=法則 c，+叫，=町+ml'V十隅山

との対応関係は成立しょうがないのである問。

ヲンゲのおちいった困難は %2'=帥仰の規定から生じている。ランゲは (2.g) 

において x/を剰余価値のうちその部門内で使用される生産手段の増加に用い

られるものと規定している。 第 I部門の m" は素材形態が生産手段であるた

め .%1'=叫 g であるが，第 E部門の m"は素材形態が消費物資であるため，部

門内の生産手段の増加には用いられず x，'キ隅"である。 m" の素材形態の混

同が行われている。ラ y ケ'の誤りは偶然ではなし、。 (2目的においてもがを

純生産物のうちその部門内で再投資される部分と規定するが，このげが第 E

16) 望月喜市，前掲論士.84ベージ。
17) ヲγゲつまザ=例"を等式として明示していないが，その価値的投入産出喪 (2.12)の縦列館

2列最下段の'"の位置に x，'をおき，事実上村=叫aを示してし喝。
18) ζれを具体的に示す。 (2.11)f においてランゲにより，次の対応が示されている。 (2.11)'に

おいて，
右辺雪印+畑+502十む=C2+均十例2，，+mU.左辺=%21十Xi'=X2"，
他方，ランゲの純生産物の規定から，
X2=Xa' +X2"=V1+V2+m刊+m2U+mlk+m2kであるから，xz"をどう規定しても m"はどこに
も現われず.(2.11) I と再生産司条件=法則
九十m2o=V1+向けm"との対応関係は成立しなU、。 望月氏はザーm2o=mZt:I とお〈ことによ
って対応関揮を説明されるが，切2同~m却は必ずしもつねに成立しないロ
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部門のどの生産物要素に対応するかは全〈不明確である o ここでも諸要素の素

材・価値関係に混乱が生じている。しかも内'が，多部門モデルの段階におい

て，その 2部門モデんにおける実質的対応物を考慮せず，形式的な数式操作と

して (2. 7)の両辺から消去されるとき，実質的には叫c がその左辺における

正確な対応物なしに，右辺から消去されているのである問。

ランゲの混乱の原因は，かれが，マノレクスの再生産表式を産業連関多部門モ

デルの特殊(旬=2)のばあいとしてとらえ，その再生産の条件=法則を多部門

モデルにかんする一般均衡方程式の特殊伊=2)のばあいとして論証する方法

にある。ラ Yゲにおいては再生産の諸要素の規定が，多部門モデノレにおいて一

般的・形式的に行われる結果 2大部門の再生産の諸要素の素材的価値的補填

関係が正しくとらえられず，再生産の条件=法則の理解に混乱が生じている。

再生産表式の具体化のためには，このように，多部門分割と 2部門分割を一般

と特殊の関係に対立させるのでなく，あくまで 2部門分割を基礎につらぬきつ

つそれぞれを多部門化するという観点が必要であろう。

以上の検討から明らかなように，ヲ yゲの産業連関論と再生産表式の同一視

は，決して支持できるものではない。ラ Yゲは再生産表式を均衡論的に把握し

資本主義の内在的矛盾の再生産表式への反映を事実上否定する見地におちいっ

ているが，この立場からは，再生産表式と前節に明らかにされた理論的性格を

もっ産業連関論を同 視し，後者を前者の発展とみなすのは容易である。社会

主義経済の計画化の用具として再生産表式の適用を試みるヲ y ゲの理論的関心

の重点が，資本主義と社会主義に共通する再生産過程の諸法則の一般的側面に

むけられるのは一面では理解できるとしても，その反面資本主義的再生産の特

殊な内容.形態規定壱無視することは重大な理論的偏倍にみちびくであ弓う。

再生産表式が社会的総生産物の再生産左流通における諸法則・諸契機の分析壱

19) 数学の適用条件にかんして是永純弘氏は個別科学に数字を適用する場合，大切なことは，

数字酌推論の各段階ごとに，研究対象の門的嶋置にもとづいて量的分析の意味をたえず確定して
ゆ〈ことである」と指摘される。是永純弘，経昔研究における数字の適用条件. r旺済，酎ホ」第

32巻舘 2号，昭和 39年4月.41ベージ。
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通じて，資本主義の基軸的な生産諾関係とその内在的な諾矛盾を総括的f 物象

的に表現すzもの別〕である以上，とうした再生産表式と，産業連関論の同一視

壱認めることはできない。

2 ヰムチノ7の見解

(1) ソ連において，経済研究と計画化への数学適用の中心的推進者であった

ネムチノフは，国民経済パヲ Yスの体系化と国民経済発展の理論モデノレの構成

の理論的基礎壱与える目的から，マノレグス再生産表式の数学的な定式化と展開

を行っている。

不ムチノフは，再生産表式の具体化に数学的方法を適用するためには，近代

経済学の弁護論的側面と積極的側面を区別し，社会主義経済にとって必要で有

用な点をとりだす3必要があるとし，この観点からレオY ティエフ産業連関論と

そのラ γゲによる評価を検討し， 次のようにのべている。 まずレオyティエ

フの功績は. (1) はじめて二つの表，社会的生産物の生産と消費のバラ:/7-と

国民所得の表を結合した己と (2) 中間生産物(労働対象)の行列バラソスの

部門数を増加したこと. (3) バラ γスの数学的解釈を与え，投入産出連関方程

式を作成したこと 21)，(4)産業連関論をはじめて計画化の用具とみなしたこと町，

にある。他方その「投入産出パラ Y ス」は，物的素材的視点と価値的視点から

する社会的生産物の区分一- 2部門分割と 3大価値要素への区分ーーを完全に

は反映しえない，と批判し r投入産州パランスjからマノレグス拡大再生産モ

デノレへの移行は r投入産出パラ Yス」に一定の変形を加えることにより可能

であると指摘する勾〉。 ネムチノフは実際にイギリスの産業連関表 (1935. 1950 

年)の諸項目を 2大部門と価値区分 C，V，問に組替え，資本主義経済の構造分

析への再生産表式の適用を試みている。ヲ Yゲについては，その産業連関論と

20) 吉原泰助，再生産衰式論の意義と限度， 宇佐望他欄「マルクス経済学犬系J第 I巻， 昭和 41

年， 303ベージ。
20 IIp~rMe町田:-e Ma.TDMa四回:BSltOHOM四四回X HCmre)l.ODa四日， TO班 1，1959，岡訳「マル

クス経済学の数学的方法J32ベージ。
22) B. He凹阻OB，3KOHOMBRO-MaT胆 a団 明 白 阻oM世 O)l.I>Io. MO，Il;6lIb. BTOpOe田耳包囲e，1965~ 

CTp. 76 

23) TIpsMe回国0，岡訳，前掲書， 41ベジ。
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再生産表式の同一視を批判する一方，ラソゲ自身の再生産表式の数学的分析を

再生産表式の多部門化と動態毛デノレの構成にたいする犬きな功績である，と高

〈評価している問。

ネムチノフのレオ Yティエフ，ラ YIT評価にはいくつかの問題がある。かれ

がレオYティ且アの「功績」としてあげる点は，前節における産業連関論の検

討から明らかなように，産業連関論の経済学的内容にふれるものではなく，産業

連関論における数学適用，分析手法の改善の問題である。ネムチノフは，一方

でほ産業連関論の理論的内容 2部門分割と 3価値構成の欠如，および社会的

生産物諸要素の正しい諸関係・釣合いの歪曲を正し〈批判するとともに，他方

では産業連関論の数学的手法を理論的内容からきりはなして高〈評価し，これ

を再生産論とバヲンス論に導入している。また，ネムチノフにとどまらず，ソ

連の経済学者と統計学者，プリェーミ Y，エキーチY ，リャプ-yキンなどに

よる産業連関論の評価には，労働価値論の欠如，物質的生産的領域と不生産的

領域の混同などにたいする外在的批判と，その分析手法，数学的方法の有用性

にたいする実用主義的な評価とが，共存しているのが特徴的である問。 しかし

産業連関論においては， そこに用いられた数学的方法がその理論的質的分析

の内容と内面的に結合してし、る町のであれ理論的内容と用いられる数学的方

法との結合のしかた，必然性の批判的検討町四きに，数学的方法のみを「功績」

として無媒介的に評価することはできほい。このような近代理論の数学的方法

の安易な無批判的摂取は，社会主義経済学における数学的方法の適用条件を無

24) B. H.混可DHO:D， Ilpe，n;sc:o:oDs&， 0. JIaBJe， TeOpsff DOCrrpOs9DO，n;CTDa s Ba百onJre回目..
nepeBO，l]; c nOJIMJl'ooro， 1963， CTp. 5-14 

25) たとえば.If. r. B.関MsH，I¥.psB毘CCODpeMeHHo宜6ypmya3Ho量no.且T豆電eCEO宜91叩 .0>1買茸弘
1959; C. H血町田 "06O)l;8:0M田町田国国.B 9田町田'P皿 e"，Mupo:nag四 OllOM盟 国 買

M岡町Hapo胆曲 OTBome皿jI， No. 1， 1958; T. Pa6四四百， Il P06J16Mhl 田 OHOM盟国0.0量

c'.ra'.rllU'L'盛氏}1， 1959. 

'26) P. Lefranc，“ Sur l'utLlization des mathematique dans l'economie sQcialiste"， Economie 
et Po&itique， No. 2， 1961， p. 62 

27) 是永純弘氏は，計量経済学的モデ骨折法の諸特置をあげ，この諸特質と連立方程式体系が密接
に結合している，と指相される。是永純弘，計量極哲学的模型分析の基本性格. r経世評論」昭

和40年1月.1田一151ベージ。
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視した実用主義的な導入をみちびくであろう。社会主義経済の研究と計画化に

おいてあらわれている新しい複雑な実践的諸問題の解決のために，経済学と計

画化に数学的方法を適用することは可能であり，また積極的に必要なことであ

ろうが，そのばあし、，経済過程の内容と質的規定性に応じた数学的方法の適用

条件，その適用の意義と限度がつねにきびしく検討されなければならない。こ

の検討をなおざりにした数学的方法の実用主義的導入は必然的に数理形式主義

の発生をまねくおそれがある，といえよう。

(2) ネムチノフは，以上のごとくレオYティエフ，ラゾゲを評価した上で，

マルクス再生産表式の抽象的性格を指摘し，国民経済の計画化と管理の科学的

基礎づけを与えるために，再生産表式を次の方向で具体Itしなければならない

とする町。具体化の第ーの方向は，現在

の数字モデノレをより一般的な数理経済、

モデノレにおきかえることである υ 数字

二をデノレの改善は，数字から方程式へ，

部門連関バラシスモデルの基本表式

スカラーからベクトノレへの移行がただ

一つの道である。第二の方向は 2部

門モデノレから 3部門そデノレ(労働手段，

労働対象，消費物資)へ，さらに多部門

モデノレへと移行することによって，現

実の経済活動に接近することである。

ネムチノフは，多部門モデノレの例と

して I部門連関パラ Yスモデノレ」の

基本表式叫をあげる。諸記号は次のよ

うに規定する。

XiJ j部門で生産的に消費される正

M， 

1 i i 11， 2 

1 

2 

m 

~ 

1 

n 

間 2

X" Y" 

1" 1" 

D" 

X， 

] .. 
h 

dMj 

281 B. HaM立耳目OB，SKOHOM:F1回-M印刷副田町四eMeTo，1l;hl H 1日用品.CTt. 229-232 
29) TaM 週間， CTt. 277 

X， 
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部門生産物

X， も生産物の総生産高〔包=jなら X，=X，)

Yik kとして(投資，消費，輸出など)利用される z種類の最終生産物

Dij 1形態(労賃・利潤・取引税など)で実現された 1部門の新造出価値

L"労働対象と生産的サーピスの輸入

L"最終生産物として利用される輸入生産物

J'j j部門で行われる s種類の生産的投資(各種の設備，建設など)

J， j部門における投資総量

M， j部門の生産能力

dMj j部門の生産能力の増加

このパランスは行列形式をとっているから，これを数理経済モデノレとして表

現することができる則。

手Xij十 Y，ニX，

直接支出係数を atj=舎と規定すると

手aijXj+九=Xi

したがって行列形式では，

X-AX=Y 

[I-A)X=Y (ただし A=[a包J))

(2.14) を解けば

(2.12) 

(2.13) 

(2.14) 

[I-A)-'Y=X (2.15) 

ここで [I-A)-'は総支出係数の行列である。 (2.15) によって，最終生産物

の構成と量から支出係数を通じて総生産物を決定することができる。

ヰムチノフは，以上の部門連関パラ Yスモデノレの利用によって， (1) 最終生

産物の直接の計画化による国民経済計画化方式の改善， (2) 量的分析の新しい

方法による経済研究の深化， (3) 国民経済計画の最適ヴアリア γ トの選択，が

30) ここでは考察を (2.12)式のみに限定するョ
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可能になると主張している。
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ここできわめて重大な意味をもつのは，ネムチノフによる現行国民経済計画

化方式の根本的変更の提唱Sりである。伝統的な現行の計画化方式は社会的総生

産物をまず決定し，その後に国民所得を計算する方式で，ここに国民経済ノミラ

ンスが適用されている。ネムチノフは，現行方式には重大な欠陥があり，総生

産物を増大させてもこれに最終生産物の必要な増大が伴わず，中間生産物の不

合理な肥大が生じていると批判する。かれはこのような現行方式を根本的に変

更し，まず最終生産物の構成と量骨計画し，部門連関パラ Y スの適用によって

総生産物の計算を行う合理的な方式を採用すべきだと主張する。この方式によ

れば， (1) 最終生産物の量，構成〔消費，投資，輸出)の直接・独立の計画化，

(2) 支出係数の慎重な技術的経済的検討による決定， (3) 計算機による総生産

物の自動的計算の 3段階を経ることになる。ネムチノアは，再生産表式の具体

化である部門連関バラ Yス毛デノレの意義は，新しい計画化方式の導入を通じて

計画化のずプリ 7:/ト方渋壱可能にし，計画計算1=高度の精確さを保障する点、

にあると強調している。

部門連関バランスの適用による計画化方式をどう評価すべきであろうか。こ

れは再生産論とパラ Yス論，計画化理論と現実経済過程の全体にわたる問題で

あり，十分な検討が必要であるが，さしあたり次のような問題があるとおもわ

れる。第ーは， 最終生産物の概念の問題である。最終生産物は， 本来産業連

関論の用語であり，マノレグス再生産論の概念、lごはない。ネムチノフによれば，

最終生産物は消費，蓄積および償却フォ Y ドの合計であるが，この概念は社会

的総生産物， 国民所得によって表現される諸過程， 諸現象と異なる， 何らの

特別の過程，現象壱反映していない人工的形式的な概念である，との批判があ

る町。第二に，最終生産物の諸要素，消費，蓄積および償却プォ y ドの外生的・

独立的決定の問題である。これら諸フォ γ ドは本来独立変数ではなく，社会的総

31) B. HeMq:HHOB， TaM思 e，C担p.294 

32) a. EpOHto;n;. .. COBORym国量 06:凪 ec四回Hhl量npoAYR'l'ItaIt Ka'l'erOpRll r，on;四回百川明可eCRoro

BOcnpo由 BOiI，CTBa"，BeCT四11:cTaTHcTsRs， No. 3， 1965. CTp. 11 
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生産物の量E発展テ Lノポによっても規定されている。総生産物と諸フォ νド問

の複雑な相互規定関係をきりはなし，それらを単純に独立変数，従属変数にあて

はめることは，現実の質的諸関係を量的関係に過度に一面化するおそれがある。

第三に，最終生産物から逆行列によって総生産物を決定する数学的手続きが，

現実の諸部門，諸企業における生産的消費の漸次的波及過程をどの程度反映し

うるかの問題がある。数学的論理=逆行列による解法の無時間性，形式性と現

実過程=諸部門聞の複雑な，中断をもふくむ需給連鎖の相違を検討する必要が

ある。第四に，この計画化方式によって国民経済の長期的持続的な発展テ Yポ，

と〈に第 I部門優先的発展の法則壱保障しうるかの問題がある。数理形式主義

におちいらぬためには，こうした諸問題の十分な解明が必要である。

3 マイスナーの見解

(1) マイスナー叫はまず，マノレグ月再生産論の意義についてのべ，資本主義

的再生産過程のみたすべき価値的・素材的条件の「均衡条件」的理解を批判す

る。マイスナーによれば，再生産論においては，一方では資本主義的再生産の

必要条件が示されているとともに，他方ではこの必要な釣合いがたえざるその

破壊を通じてのみ貫徹していくとし寸矛盾が示されている。再生産論のマノレグ

ス主義的な叙述それ向俸が件々にじて再生産過程に必要な「均衡条件」を示す

ことで満足し，諸過程の矛盾性壱忘れている。かれはこの「均衡条件J論にた

し、し，再生産論はその全体および再生産表式自体において，基礎範時の諸関係

の形で資本主義全過程の矛盾性を表現するのみならず，資本主義的生産関係の

ふだんの再生産を明らかにしている，と強調している。

(2) マイ旦ナーは産業連関論にたいし，第一に，そのワノレラス的均衡論の継

承，第二に，生産費論による剰余価値の隠蔽，第三に，生産的労働と不生産的

労働，物質的生産部門と非物質的部門の混同とそこから生じる国民所得の過大

33) H. Meisner， "Zur Rolle der rnodernen burgerlichen Okonomie-Antwort an einen 

polnischen Okonomen". Wirtschaftswissenschaft， No. 6， 1959， 55. 919-9'33; ditto， "Zum 

apologetischen Charakter der Input-Output-Analyse Leontie也 Wu.t.<ochaft.';n包括e叫 chaft

7. 5onderheft， 1960. 55. 48-54 
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評価，所得再分配過程の無視，第四に，社会=経済的諸関係の欠落，たとえば，

労働者，企業者の消費の性格の相違壱無視した家計への一括，などを批判して

いる叫。かれはまた産業連関論の量的分析についても，質的理論的カテゴリー

と数学的方法との内的結合を指摘し，基礎的な経済関係とカテゴリーの質的に

正しい把握がないばあい，最良の数学的統計的方法でもEしい量的分析を行う

ことはできない，と主張している。

(3) 己のような再生産論と産業連関論の評価にもとづいて，マイスナーはラ

γゲによる両者の同一視をきびしく批判し rレオY ティエフはマノレグスのカ

テゴリーとは全く異なった形式と理論的内容をもっ経済的カテゴ Hー壱用いて

いる。したがって，レオンティエフの投入産出表は，マノレグス再生産表式とは

全 011の質的内容をもち，しばしば試みられるように，巧妙な算術手品で両者

を同一視することは不可能である」町という。 マイスナーはさらに， レオYテ

イエフの理論を応用的性格の中立的技術と評価し，社会主義経済に適用可能と

みる見解(たとえばプリユーミソ〕にたいしても批判壱行い， レオYティエフの

理論的性格を，国家による経済過程の正しい統制により資本主義経済の恐慌の

ない比例的発展が可能とみる弁護論的見解である，と指摘する。

マイスナーの見解における再生産表式の理解，再生産表式と産業連関論の同

一視にたいする批判は正しいとおもわれる。しかし，第ーに，かれの産業連関

論の批判は労働価値説=基礎範噂に主に向けられているが，産業連関論の再生

産把握の十分な検討がなお必要であろう。第二に，マイスナーにおいては，経

済研究における数学適用の条件について，たんに質的分析と量的分析の密接な

関連，前者を後者に先行させる必要性の指摘にとどまり，数学の適用条件のさ

らに具体的な検討は不十分である。必要なことは，社会主義経済の再生産過程

の理論と計画化の実践的課題にこたえうる分析方法を積極的に展開しヮつ，そ

34) コツィオレグの批判も同様である。 H.Koziolek， "La theorie de la reproduction et 
les travaux de Leontief"， E印切印刷'eet Polit$que， No. 4， 1960， pp. 41-50 

35) H. Meisner， " Zum apologetischen Charakter der Input-Output-Analyse Leontiefs"， S_ 
52 
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こにおける数学的方法の適用条件，適用の意義と限度を具体的に明らかにする

ことであろう。

むすぴ

上来，第 1• [節の検討が示すことは次のとおりである。

第一に，産業連関論は，基礎範噂として，科学的価値・価絡論の欠如，物質

的生産的領域と非物質的不生産的領域との混同，再生産把題として，使用価値

視点による再生産の一面化数量的把握，均衡理論による生産の無政府性の無視，

有効需要的論理の継承による生産・消費の矛盾の捨象，の諸点が示すごとし

資本主義経済を対象としながら，これ壱物量的体系としてとらえ，均衡の絶対

化，需給不一致の否定によって，事実上，資本主義の基本矛盾にもとづく内在

的諸矛盾の存在を反映しない理論である。産業連関論は，均衡理論およびケイ

Yズ理論の基本的特徴をうけついでおり，これをたんなる技術，どの社会形態

にも適用しうる中立的技術とみなすことはできない。

産業連関論の理論的検討の深化のためには，さらに動学的産業連関論の検討，

産業連関論の現実的役割，統計資料的基礎などについての分析が，必要である。

第二に，産業連関論のこの理論的性格を見おとすところから，産業連関論と

再生産表式の関連にかんする誤った見解があらわれる。ラ:/;'は両者の同一性，

前者による後者の発展・具体化を主張するが，この見解は，かれが一方では産

業連関論の理論的性格を軽但し，これをあらゆる社会形態に適用しうる一般的

分析技術とみなし，他方では資本主義的再生産の諸矛盾を看過し，資本主義の

再生産論を 般的な生産諸要素の量的パラ Yス関係に還元する視点に由来して

いる。社会主義経済の発展にともなし、，社会的生産物の諸要素，諸生産部門の

正しし、釣合い，発展テ V ポの分析と計画化のため，再生産表式の発展・具体化

によるパラ Yス論とくに部門連関バラ Yスの展開と利用が重要課題となってい

るが，しかしこれは産業連関論の社会主義経済への適用あるいは再生産哀式と

産業連関論の共通視を肯定するものではない。産業連関論と存生産論， ベヲユノ



静学的産業連関論と再生産表式 (2) (377) 57 

月論は，全く異なる概念，法則，理論を前提する，異なる経済学的内容をもっ

二つの理論系列であり，その形式的類似性に幻惑されてはならないであろう。

同時に，社会主義におけるバランス論とくに部門連関バラ Yスについてはな

お多〈の検討すべき問題がある。数学の実用主義的導入による数理形式主義に

おちいらぬためには，部門連関バランスおよびいわゆる再生産表式の数学的分

析にワいて，理論的検討とともに，数学的方法の適用条件，その根拠，志義と

限度にかんする吟味を加えることが課題となっている。

前稿(第 98巻第6号掲載)中，つぎの通り訂正いたします。

正 誤

40ベージ3行 (I-aJー1 (l-aJ-l 

イ〉 4 品を aに訂正する aは投入部数の行列
イ少 5 同 上 a=(ao) 

49 1 (1-'JX~Y 

• 5 (I-a)-l孟0

。 6 aの正の最った固有担
ク 8 a己O

イシ 9 [I-aJ 
。 12 a~三O

イシ 20 IX(t)-aX(t-l) = y 

イシ 24 a~三O

52 12 X=(I-aJ-IY 

ク 13 (1-a)-l 

ク 。 投入保世特列a

イシ 14 X=(I+a+a~+a血+ +at+・ー JY

ク 15 a' 

ク 18 dX~ (I十a十a'十計十 ..+a'+ JdY 




